
㈱
し
ぶ
か
わ
温
泉
が
指

定
管
理
で
行
っ
て
い
る
４
施
設

に
つ
い
て
、
今
後
広
く
公
募
を

行
う
考
え
は
。ユ

ー
ト
ピ
ア
赤
城

と
ふ
れ
あ
い
の
家
を
一
体
の
も

の
と
し
、
３
施
設
の
公
募
を
平

成
22
年
度
に
考
え
て
い
ま
す
。

渋
川
市
公
共
施
設
管
理

公
社
が
指
定
管
理
を
受
け
て
い

る
施
設
数
50
施
設
に
つ
い
て
、

直
接
ど
の
よ
う
な
管
理
を
行
っ

て
い
る
の
か
。公

園
使
用
料
の
徴

収
や
遊
具
等
の
日
常
点
検
の
ほ

か
、
園
内
の
除
草
・
芝
生
の
管

理
、
ト
イ
レ
の
清
掃
な
ど
で
す
。

今
後
広
く
民
間
を
活
用

し
て
い
く
考
え
は
。

施
設
の
管
理
実
態
を
踏

ま
え
、
制
度
活
用
を
図
り
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
が
指

定
管
理
で
行
っ
て
い
る
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等
の
事
業
に

つ
い
て
、
今
後
民
間
を
活
用
す

る
考
え
は
。

指
定
管
理
者

と
な
っ
て
い
る
法
人
と
も
協
議

を
行
い
、
施
設
の
譲
渡
を
含
め

整
理
を
進
め
ま
す
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整

備
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行

う
考
え
な
の
か
。
現
在
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

の
か
。

仮
申
し
込
み
に
よ

る
誘
致
活
動
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。
現
在
、
小
野
上
地
区
で

は
誘
致
活
動
を
展
開
中
で
あ
り
、

他
の
地
区
で
も
光
フ
ァ
イ
バ
ー

誘
致
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

各
地
区
世
帯
数
の
何
％

の
仮
申
し
込
み
で
工
事
に
着
手

で
き
る
の
か
。Ｎ

Ｔ
Ｔ
に
よ
る
と
、

北
橘
・
赤
城
・
子
持
・
伊
香
保

の
交
換
局
は
25
％
、
溝
呂
木
は

45
％
、
小
野
上
は
55
％
で
す
。

今
後
の
計
画
及
び
群
馬

Ｄ
Ｃ
と
の
協
力
体
制
の
対
応
は
。

県
と
渋
川
土
木
と

渋
川
市
で
協
力
し
な
が
ら
進
め

ま
す
。
Ｄ
Ｃ
と
の
協
力
体
制
に

つ
い
て
も
調
整
を
行
い
ま
す
。

県
と
市
の
予
算
は
ど
の

程
度
に
な
る
の
か
。

全
体
予
算
で
約
５

０
０
０
万
円
。
県
か
ら
１
０
０

０
万
円
程
度
補
助
が
あ
り
ま
す
。

各
団
体
へ
の
協
力
要
請
、

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
な

ど
早
急
に
進
め
、
本
年
を
準
備

と
リ
ハ
ー
サ
ル
の
年
と
位
置
づ

け
る
こ
と
が
必
要
だ
が
対
応
は
。

一
部
の
施
設
整
備

は
今
年
度
か
ら
実
施
す
る
予
定

で
、
今
年
が
準
備
と
リ
ハ
ー
サ

ル
の
年
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

民
間
が
経
営
し
て
い
る

施
設
と
の
協
力
体
制
が
で
き
れ

ば
効
果
的
だ
が
対
応
は
。

全
国
規
模
の
緑
化

フ
ェ
ア
時
に
協
力
い
た
だ
い
た

民
間
施
設
の
ほ
か
、
商
店
や
旅

館
に
も
今
後
お
願
い
を
し
ま
す
。

歴
史
的
遺
産
の
保
存
と
活
用
は

旧
渋
川
公
民
館
は
保
存

要
望
の
附
帯
決
議
が
提
出
さ
れ

て
い
る
が
対
応
は
。

市
民
の
合
意
形
成

に
向
け
、
検
討
及
び
建
物
保
存

を
要
望
し
て
い
る
関
係
団
体
と

調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
口
館
主
な
ど
の
寄
付

を
集
め
る
取
り
組
み
の
場
合
、

本
市
と
し
て
は
一
定
額
を
保
存

事
業
と
し
て
拠
出
で
き
る
の
か
。

保
存
を
要
望
す
る

取
り
組
み
が
寄
附
活
動
に
つ
な

が
れ
ば
一
定
の
支
援
は
検
討
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

市
長
は
歴
史
的
遺
産
の

取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

地
域
に
あ
る
文
化
財
を

掘
り
起
こ
し
、
本
当
に
貴
重
な

も
の
は
指
定
し
、
保
存
・
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

丸
山
　
正
三

議
員

花
と
緑
の
ぐ
ん
ま
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て

花と緑の会場となる渋川駅

篠
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大
島
　
勝
昭
　
議
員

本
市
の
自
主
財
源
比
率

は
50
％
を
割
り
込
み
、
合
併
特

例
が
終
わ
れ
ば
交
付
税
も
23
億

円
減
額
さ
れ
る
。
人
口
減
少
を

見
越
し
た
経
常
経
費
の
削
減
が

急
務
。
集
合
処
理
施
設
の
利
用

率
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
事
業

化
さ
れ
る
農
業
集
落
排
水
３
地

区
の
処
理
施
設
の
整
備
方
針
は
。

今
後
、
事
業
化
が

予
定
さ
れ
る
３
地
区
は
、
隣
接

す
る
既
存
の
汚
水
処
理
施
設
を

有
効
活
用
し
て
事
業
費
の
縮
減

を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

公
共
下
水
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
ト
等
の
老
朽
化

し
た
処
理
施
設
へ
の
対
応
は
。

老
朽
化
対
策
は
、

各
施
設
の
調
査
を
実
施
し
、
長

寿
命
化
計
画
を
策
定
し
て
計
画

的
に
進
め
ま
す
。

18
年
度
か
ら
事
業
化
さ

れ
た
市
町
村
設
置
型
個
別
排
水

処
理
事
業
の
事
業
効
果
は
。

市
町
村
設
置
型
と

個
人
設
置
型
の
事
業
効
果
を
検

証
の
う
え
、
効
率
的
な
汚
水
処

理
を
検
討
し
ま
す
。

下
水
、
農
集
排
会
計
へ

の
一
般
会
計
か
ら
の
基
準
外
繰

出
額
が
増
え
て
い
る
。
長
期
ス

パ
ン
で
の
負
担
軽
減
は
。

長
期
に
わ
た
る
財

政
投
資
の
平
準
化
を
念
頭
に
、

財
政
の
健
全
化
を
踏
ま
え
調
整

を
図
っ
て
い
ま
す
。

温
泉
４
施
設
の
指
定
管

理
者
を
公
募
す
る
。
㈱
し
ぶ
か

わ
温
泉
の
あ
り
方
は
。

指
定
管
理
者
制
度

の
活
用
を
図
り
な
が
ら
、
㈱
し

ぶ
か
わ
温
泉
の
あ
り
方
を
設
立

経
過
を
踏
ま
え
て
検
討
し
ま
す
。

ス
カ
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク

は
管
理
公
社
で
は
な
く
、
民
間

が
指
定
管
理
す
る
べ
き
で
は
。

市
が
将
来
的
に
関

わ
り
を
持
っ
て
い
く
べ
き
施
設

で
あ
る
か
ど
う
か
を
含
め
て
、

今
後
検
討
し
ま
す
。

旧
渋
川
の
調
理
場
と
他

の
調
理
場
の
一
食
当
た
り
の
資

質
、
タ
ン
パ
ク
質
、
野
菜
等
の

使
用
割
合
は
ど
の
く
ら
い
か
。

渋
川
共
同
調

理
場
の
脂
質
は
22
グ
ラ
ム
、
タ

ン
パ
ク
質
は
28
グ
ラ
ム
、
野
菜

は
66
グ
ラ
ム
で
す
。
一
方
、
自

校
調
理
場
の
平
均
脂
質
は
21
グ

ラ
ム
、
タ
ン
パ
ク
質
は
25
グ
ラ

ム
、
野
菜
は
85
グ
ラ
ム
と
な
っ

て
い
ま
す
。

旧
渋
川
の
調
理
場
と
他

の
調
理
場
の
市
内
で
の
食
材
購

入
割
合
は
ど
の
く
ら
い
か
。

昨
年
度
の
年

間
購
入
額
で
の
比
較
は
共
同
調

理
場
の
平
均
は
27
％
、
自
校
式

調
理
場
の
平
均
は
32
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

市
内
小
中
学
校
生
の
肥

満
傾
向
と
全
国
や
県
内
と
の
関

連
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

平
成
21
年
度

の
市
の
小
学
１
年
生
か
ら
中
学

３
年
生
ま
で
の
肥
満
の
出
現
率

は
10
％
を
超
え
、
特
に
小
学
４

年
生
は
17
％
と
最
も
高
い
出
現

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

肥
満
や
ア
レ
ル
ギ
ー
、

成
人
病
予
防
に
は
、
加
工
食
品

の
少
な
い
小
規
模
調
理
場
給
食

の
方
が
食
教
育
に
よ
い
の
で
は
。

別
議
員
の
市
長
答
弁

で
も
地
元
の
食
材
を
ど
れ
だ
け

生
活
排
水
処
理
事
業
と

市
有
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

多
く
提
供
で
き
る
か
が
問
題
で

あ
り
、
現
在
農
協
を
含
め
て
調

整
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

農
協
や
高
崎
ハ
ム
と
提

携
し
て
地
元
産
の
食
材
を
生
か

し
、
外
注
や
人
員
削
減
の
大
型

調
理
場
の
見
直
し
で
市
の
活
性

化
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
。

新
し
く
建
設
す
る
共
同

調
理
場
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ

け
地
元
産
の
食
材
を
使
用
で
き

る
よ
う
、
現
在
、
農
協
等
と
の

協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
地
域
振
興
に
も
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

金
子
　
　
渡
　
議
員

市内からの食材購入で地域振興を

学
校
給
食
は
規
模
縮
小
で
地
域
振
興
を
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